
誤字、脱字等による訂正・追加一覧表
【資料２－２】

№ 頁 備　　　　　考

1 1
第１背景と目的の以下の文言に括弧を追加
　まちづくりプランは、第1次村上市総合計画 及び村上市都市計画
マスタープランの方針に則り、

→ 　まちづくりプランは、「第1次村上市総合計画」 及び「村上市都市計
画マスタープラン」の方針に則り、

→

→

→

4 34

■現況及び問題点・課題の以下の文言訂正
＜駅西地区からの村上駅へのアクセス（鉄道横断箇所）＞
・歩行者が駅西地区から村上駅にアクセスするには村上温泉跨線
橋を経由するルートが最短であるが、

→

■現況及び問題点・課題の以下の文言訂正
＜駅西地区からの村上駅へのアクセス（鉄道横断箇所）＞
・歩行者が駅西地区から村上駅にアクセスするには瀬波温泉跨線
橋を経由するルートが最短であるが、

5 35
〈参考資料〉写真の名称訂正
【参考：JR 豊栄 駅】

→
【参考：JR 亀田 駅】

6 37
■施策概要・取り組み方針の以下の文章に文言追加
＜施策概要＞ 駅西側の駅前ロータリーの新設、駅東西の連絡通路
整備との連携実施

→ ＜施策概要＞ 駅西側の駅前広場ロータリーの新設、駅東西の連絡
通路整備との連携実施

7 37
■施策の評価指標の以下の数字訂正
①駅前広場内のバリアフリー化率[％]／③自転車収容台数[台]

→
①駅前広場内のバリアフリー化率[％]／②自転車収容台数[台]

8 41
■施策概要・取り組み方針の以下の文章に文言追加
＜施策概要＞ 駅西側の駅前ロータリーの新設、駅東西の連絡通路
整備との連携実施

→ ＜施策概要＞ 駅西側の駅前広場ロータリーの新設、駅東西の連絡
通路整備との連携実施

9 42

■現況及び問題点・課題の以下の文言訂正
＜駅西地区からの村上駅へのアクセス（鉄道横断箇所）＞
・歩行者が駅西地区から村上駅にアクセスするには村上温泉跨線
橋を経由するルートが最短であるが、

→

■現況及び問題点・課題の以下の文言訂正
＜駅西地区からの村上駅へのアクセス（鉄道横断箇所）＞
・歩行者が駅西地区から村上駅にアクセスするには瀬波温泉跨線
橋を経由するルートが最短であるが、

10 44
〈参考資料〉写真の名称訂正
【豊栄駅 西口広場の歩行者通路】

→
【亀田駅 東口広場の歩行者通路】

訂　　　　　　　　正　　　　　　　　内　　　　　　　　容　　　　　　　　等

2 6

参考・村上駅周辺地図の現況図を以下のとおり訂正
①施設名訂正…松原妙智会前→松山妙智会前
②施設名表示場所変更…下越森林管理署　村上支所
③建物着色…下越森林管理署　村上支所
④施設名追加…村上市社会福祉協議会居宅介護支援村上

2 22

村上駅周辺地区の将来まちづくり方針図を以下のとおり訂正
①施設名訂正…松原妙智会前→松山妙智会前
②施設名表示場所変更…下越森林管理署　村上支所
③建物着色…下越森林管理署　村上支所
④施設名追加…村上市社会福祉協議会居宅介護支援村上
⑤見出し追加…村上総合病院移転候補地

①

②、③

①

②、③

④

⑤

④
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誤字、脱字等による訂正・追加一覧表
【資料２－２】

№ 頁 備　　　　　考訂　　　　　　　　正　　　　　　　　内　　　　　　　　容　　　　　　　　等

11 60

■現況及び問題点・課題の以下の文言削除
＜新たな賑わいの場づくり＞
・一般市民を対象としたアンケートでは、JR 村上駅及び駅前地区
（図参照）を活性化しにぎわいのあるまちにするためのソフト的な取
り組みとして、

→
＜新たな賑わいの場づくり＞
・一般市民を対象としたアンケートでは、JR 村上駅及び駅前地区を
活性化しにぎわいのあるまちにするためのソフト的な取り組みとし
 て、

12 87

■現況及び問題点・課題の以下の文言訂正
＜駅西地区からの村上駅へのアクセス（鉄道横断箇所）＞
・歩行者が駅西地区から村上駅にアクセスするには村上温泉跨線
橋を経由するルートが最短であるが、

→

■現況及び問題点・課題の以下の文言訂正
＜駅西地区からの村上駅へのアクセス（鉄道横断箇所）＞
・歩行者が駅西地区から村上駅にアクセスするには瀬波温泉跨線
橋を経由するルートが最短であるが、

13 89
※庁内推進会議の議題の以下の文言訂正
(1) 村上駅周辺まちづくりプラン等庁内調整会議の概要

→
(1) 村上駅周辺まちづくりプラン等庁内推進会議の概要

14 94
②開催状況の以下の文言訂正
議題

→
議事内容

15 94

②開催状況に第９回の開催日及び議事内容を追加
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1 

 計画の策定にあたって 第1章

 策定の目的                         第1節

 

 背景と目的 第1

村上市では、厚生連村上総合病院（以下「村上総合病院」）が村上駅西側に移転する計

画があり、現村上駅前の区域が、空洞化、衰退しないよう移転後の跡地利用策や活性化

策、及び駅周辺の土地利用や施設整備について検討する必要があることから、村上駅周

辺のまちづくりを推進するための基本的な方針及び計画として「村上駅周辺まちづくり

プラン」（以下「まちづくりプラン」）を策定します。 

まちづくりプランは、「第 1次村上市総合計画」及び「村上市都市計画マスタープラン」

の方針に則り、駅西口の開設も考慮した駅の東西間移動に係る整備や、市民の利便性の

向上を図る駅の西側の整備、及び村上総合病院移転後の跡地利用を柱としたハード面の

整備と、活性化のためのソフト事業について計画するものです。 

なお、まちづくりプランで計画された施策は、村上駅周辺のまちづくりの基本方針実

現のための構想であり、施策の実施については、その時点での本市の財政状況、社会情

勢を考慮し、実施の可否、実施時期、施策の詳細部分、活用できる国県の支援事業等を

改めて検討することとなります。 

 

 計画の位置づけ                       第2節

 

 計画の位置づけ 第1

村上駅周辺まちづくりプランは、上位計画である「第 1次村上市総合計画」および「村

上市都市計画マスタープラン」に基づき、村上駅周辺地区のまちづくりに関わる基本的

な方針を定めるとともに、その実現に必要な具体的な施策・取り組みを定めるものです。 

なお、計画の推進にあたっては、村上市景観計画等の関連計画や各種個別計画・事業

等との連携・調整を図ります。 

 

 対象区域・計画期間 第2

概ね村上駅を中心とした半径 500ｍ圏内の村上駅周辺地域を対象区域としていますが、

地域住民の利便性の向上や安全性の確保、商業・観光などが活性化されるために必要な

施設や、道路などのインフラ整備も想定されることから、施策によっては半径 500ｍ圏内

を超えるものも含まれます。 

計画期間は、１０年を想定していますが、前述したとおりその時点での本市の財政状

況、社会情勢を考慮し検討することとします。 

 

  

【資料２－２】



 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1：図面は住宅地図（ゼンリン電子地
図：2011年5月版）をもとに作成。（※現
地確認調査は行なっていない。）
注2：建物形状表示は建築面積500m2以
上の建築物とした。

村上総合病院移転候補地
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■基本方針 2. 駅東西の連絡性強化及び移動円滑化  

■施 策 a 駅東西を連絡する通路の整備 

■No. 5 ■取り組み名 連絡通路整備 

■現況及び問題点・課題 

＜駅西地区からの村上駅へのアクセス（鉄道横断箇所）＞ 

・歩行者が駅西地区から村上駅にアクセスするには瀬波温泉跨線橋を経由するルートが最短であるが、

エレベーターが未設置のため車椅子の利用は不可能である。岩船街道踏切を経由する場合は、鉄道と

平面交差するうえ移動距離が長いほか、一部歩道未設置区間もある。このため高齢者や車いす利用者

が実際に利用することは考えにくく、駅西地区の交通弱者が村上駅にアクセスすることは困難な状況

にある。 

＜駅東西を結ぶ通路の必要性＞ 

・現在、村上駅付近で東西を行き来する歩行者・自転車のための通路は存在しておらず、駅から離れた

跨線橋や踏切を利用しなければ鉄道を横断することができないことから、特に歩行や自転車での移動

において東西間の連絡に問題があり、周辺住民等の満足度も低い状況にある。 
・将来的に村上総合病院が駅西側に移転する計画もあるが、アンケートでは駅西地区の住民からも「遠

回りで不便」という声があり、鉄道利用者や駅東口住民等が移転後の病院へ移動するための通路の整

備は欠かせない。 
・なお駅構内において通路等を鉄道事業者（ＪＲ）以外で整備する場合は、自由通路整備と併せて駅舎

の橋上化を基本とし、交通結節点として駅の機能が向上することが条件となっている。 

■施策概要・取り組み方針 

＜施策概要＞ 東西を連絡する歩行者・自転車通路の整備 

＜取り組み方針＞ 

○村上駅の東側と西側を連絡する歩行者及び自転車用通路を整備することが望ましい。 

○通路整備に際しては、バリアフリーへの配慮などにより利便性や安全性の確保が望ましい。 

 
■取り組み内容 

No 取り組み名[仮称] 内  容

5 連絡通路整備 

鉄道を挟んで東西を連絡する歩行者・自転車専用の通路を整備 
※連絡通路の整備は、取組 No.6「駅西側駅前広場整備」とあわせて実施

するとともに取組 No.10「駅舎整備（橋上駅舎）」もあわせて検討。 

 

■施策の評価指標 

①歩行者・自転車通行量[人・台/日]／②駅東西間の移動にかかる所要時間［分］ 
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＜参考資料＞ 

【連絡通路の整備イメージ＜自由通路＋橋上駅＞】 

主な 

特長 

[利便性] 
○周囲から自由通路が見えるため、利用者にとって通路の位置がわかり易い。 
○駅西側から改札口へアプローチ出来るため、他案に比べ利便性が良い。 
[景観性] 
○周囲からの外観や通路内の内装は、デザイン構成により周辺環境に適した景観性が得られる。 
○窓を多く設けることにより、閉塞感を和らげることが出来る。 
[維持管理] 
採光に配慮することにより、照明費等の維持管理費を安くできる。 

 

 

 
  

【参考：JR亀田駅】 

駅舎

【資料２－２】
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■基本方針 2. 駅東西の連絡性強化及び移動円滑化  

■施 策 a 駅東西を連絡する通路の整備 

■No. 6 ■取り組み名 駅西側駅前広場整備 

■現況及び問題点・課題 

＜駅西側の利便性向上＞ 

・村上駅西側では駅から半径 500ｍの範囲内に約 1,000 人が居住している。現在、駅西側にはショッピ

ングセンターや病院、自動車学校などの施設が立地しており、駅東側から歩行等による移動の利便性

を考慮する必要がある。 
・駅西側は瀬波温泉も近いことから、鉄道で来訪する観光客に対する宿泊施設の送迎や路線バスなどの

公共交通による移動の利便性向上が求められる。 

■施策概要・取り組み方針 

＜施策概要＞ 駅西側の駅前広場ロータリーの新設、駅東西の連絡通路整備との連携実施 

＜取り組み方針＞ 

○駅の東西を結ぶ通路の整備にあわせて、駅西側に新たな駅前広場を整備し、一般車両のほかタクシー

や乗合バス・観光バス等の乗降場を設置することが望ましい。 

 
■取り組み内容 

No 取り組み名[仮称] 内  容

6 駅西側駅前広場整備

駅西側における駅前広場の新規整備 
※駅西側駅前広場の整備は、取組 No.5「連絡通路整備」とあわせて実施

するとともに駅舎の橋上化もあわせて検討する。 

 

■施策の評価指標 

①駅前広場内のバリアフリー化率[％]／②自転車収容台数[台] 
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■基本方針 3. 公共交通サービスの利便性向上  

■施 策 a 駅の利便性向上 

■No. 6 ■取り組み名 駅西側駅前広場整備【再掲37p】 

■現況及び問題点・課題 

＜駅西側の利便性向上＞ 

・村上駅西側では駅から半径 500ｍの範囲内に約 1,000 人が居住している。現在、駅西側にはショッピ

ングセンターや病院、自動車学校などの施設が立地しており、駅東側から歩行等による移動の利便性

を考慮する必要がある。 
・駅西側は瀬波温泉も近いことから、鉄道で来訪する観光客に対する宿泊施設の送迎や路線バスなどの

公共交通による移動の利便性向上が求められる。 

■施策概要・取り組み方針 

＜施策概要＞ 駅西側の駅前広場ロータリーの新設、駅東西の連絡通路整備との連携実施 

＜取り組み方針＞ 

○駅の東西を結ぶ通路の整備にあわせて、駅西側に新たな駅前広場を整備し、一般車両のほかタクシー

や乗合バス・観光バス等の乗降場を設置することが望ましい。 

 
■取り組み内容 

No 取り組み名[仮称] 内  容

6 
【再掲】 

駅西側駅前広場整備

駅西側における駅前広場の新規整備 
※駅西側駅前広場の整備は、取組 No.5「連絡通路整備」とあわせて実施

するとともに駅舎の橋上化もあわせて検討する。 

 

■施策の評価指標 

①駅前広場内のバリアフリー化率[％]／②自転車収容台数[台] 
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■基本方針 3. 公共交通サービスの利便性向上  

■施 策 a 駅の利便性向上 

■No. 5 ■取り組み名 連絡通路整備【再掲34p】 

■現況及び問題点・課題 

＜駅西地区からの村上駅へのアクセス（鉄道横断箇所）＞ 

・歩行者が駅西地区から村上駅にアクセスするには瀬波温泉跨線橋を経由するルートが最短であるが、

エレベーターが未設置のため車椅子の利用は不可能である。岩船街道踏切を経由する場合は、鉄道と

平面交差するうえ移動距離が長いほか、一部歩道未設置区間もある。このため高齢者や車いす利用者

が実際に利用することは考えにくく、駅西地区の交通弱者が村上駅にアクセスすることは困難な状況

にある。 

＜駅東西を結ぶ通路の必要性＞ 

・現在、村上駅付近で東西を行き来する歩行者・自転車のための通路は存在しておらず、駅から離れた

跨線橋や踏切を利用しなければ鉄道を横断することができないことから、特に歩行や自転車での移動

において東西間の連絡に問題があり、周辺住民等の満足度も低い状況にある。 
・将来的に村上総合病院が駅西側に移転する計画もあるが、アンケートでは駅西地区の住民からも「遠

回りで不便」という声があり、鉄道利用者や駅東口住民等が移転後の病院へ移動するための通路の整

備は欠かせない。 
・なお駅構内において通路等を鉄道事業者（ＪＲ）以外で整備する場合は、自由通路整備と併せて駅舎

の橋上化を基本とし、交通結節点として駅の機能が向上することが条件となっている。 

■施策概要・取り組み方針 

＜施策概要＞ 東西を連絡する歩行者・自転車通路の整備 

＜取り組み方針＞ 

○村上駅の東側と西側を連絡する歩行者及び自転車用通路を整備することが望ましい。 

○通路整備に際しては、バリアフリーへの配慮などにより利便性や安全性の確保が望ましい。 

 
■取り組み内容 

No 取り組み名[仮称] 内  容

5 
【再掲】 

連絡通路整備 

鉄道を挟んで東西を連絡する歩行者・自転車専用の通路を整備 
※連絡通路の整備は、取組 No.6「駅西側駅前広場整備」とあわせて実施

するとともに取組 No.10「駅舎整備（橋上駅舎）」もあわせて検討。 

 

■施策の評価指標 

①歩行者・自転車通行量[人・台/日]／②駅東西間の移動にかかる所要時間［分］ 
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＜参考資料＞ 

【村上駅前広場内の歩行者通路】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【亀田駅 東口広場の歩行者通路】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【新発田駅 西口広場の歩行者通路】 
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■基本方針 4. 都市拠点・にぎわい空間の形成  

■施 策 d 商業活性化に向けた取組 

■No. 17 ■取り組み名 商業活性化のイベントの実施 

■現況及び問題点・課題 

＜新たな賑わいの場づくり＞ 

・一般市民を対象としたアンケートでは、JR 村上駅及び駅前地区を活性化しにぎわいのあるまちにす

るためのソフト的な取り組みとして、「定期的な買物・飲食等のイベント開催」が最も多く、次いで

「空き地・空き店舗等の積極活用」、「観光イベントの開催」などの順となっている。 
・村上駅東側では、新潟県村上地域振興局の敷地内において『軽自動車 de ふれあい直売市』が定期開

催されているが、今後創出される大規模跡地等を活用して地区の商業活性化にも寄与する取り組みや

仕掛けづくりが必要と考える。 

 

■施策概要・取り組み方針 

＜施策概要＞ 商業活動の活性化に資するソフト的な取組を実施 

＜取り組み方針＞ 

○駅周辺地区における商業活動の活性化に資するソフト的な取組が望ましい。 

○取組は商店街を中心に他の関連機関と協働することにより、地域に密着しかつ定着するものを目指す

ことが望ましい。 

 
■取り組み内容 

No 取り組み名[仮称] 内  容

17 
商業活性化のイベン

トの実施 

地元商店街と農協・観光協会等がタイアップし、既存の取組を活かして定期

市場等の商業活性化のイベントを社会実験として試行実施。取組効果を評価し

たうえで継続的な実施を検討。 

※取組 No.15「にぎわい創出イベントの実施」との連携実施を検討 

 

■施策の評価指標 

①イベント開催数[回/年]／②イベント参加者数[人/年]／③イベント開催・参加団体数[団体]／④駅周辺地

区内の年間商品販売額[円/年]／⑤地区住民の地区内購買率[％] 
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■基本方針 6. 駅周辺地区へのアクセス環境づくり  

■施 策 c 駅西口の整備及び乗合バスの利便性向上 

■No. 5 ■取り組み名 連絡通路整備【再掲34p】 

■現況及び問題点・課題 

＜駅西地区からの村上駅へのアクセス（鉄道横断箇所）＞ 

・歩行者が駅西地区から村上駅にアクセスするには瀬波温泉跨線橋を経由するルートが最短であるが、

エレベーターが未設置のため車椅子の利用は不可能である。岩船街道踏切を経由する場合は、鉄道と

平面交差するうえ移動距離が長いほか、一部歩道未設置区間もある。このため高齢者や車いす利用者

が実際に利用することは考えにくく、駅西地区の交通弱者が村上駅にアクセスすることは困難な状況

にある。 

＜駅東西を結ぶ通路の必要性＞ 

・現在、村上駅付近で東西を行き来する歩行者・自転車のための通路は存在しておらず、駅から離れた

跨線橋や踏切を利用しなければ鉄道を横断することができないことから、特に歩行や自転車での移動

において東西間の連絡に問題があり、周辺住民等の満足度も低い状況にある。 
・将来的に村上総合病院が駅西側に移転する計画もあるが、アンケートでは駅西地区の住民からも「遠

回りで不便」という声があり、鉄道利用者や駅東口住民等が移転後の病院へ移動するための通路の整

備は欠かせない。 
・なお駅構内において通路等を鉄道事業者（ＪＲ）以外で整備する場合は、自由通路整備と併せて駅舎

の橋上化を基本とし、交通結節点として駅の機能が向上することが条件となっている。 

■施策概要・取り組み方針 

＜施策概要＞ 東西を連絡する歩行者・自転車通路の整備 

＜取り組み方針＞ 

○村上駅の東側と西側を連絡する歩行者及び自転車用通路を整備することが望ましい。 

○通路整備に際しては、バリアフリーへの配慮などにより利便性や安全性の確保が望ましい。 

 
■取り組み内容 

No 取り組み名[仮称] 内  容

5 
【再掲】 

連絡通路整備 

鉄道を挟んで東西を連絡する歩行者・自転車専用の通路を整備 
※連絡通路の整備は、取組 No.6「駅西側駅前広場整備」とあわせて実施

するとともに取組 No.10「駅舎整備（橋上駅舎）」もあわせて検討。 

 

■施策の評価指標 

①歩行者・自転車通行量[人・台/日]／②駅東西間の移動にかかる所要時間［分］ 
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  参考資料 第5章

 計画策定の経過  第1

 

村上駅周辺まちづくりプラン基本構想の策定に際し、アンケート調査や座談会を実施し、

策定委員会での審議、庁内推進会議での検討、調整を図りながら策定した。 

 

 ■策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※庁内推進会議 

村上駅周辺まちづくりプラン基本構想の策定に際し、アンケート調査や座談会を実施し、策定

委員会での審議、庁内推進会議での検討、調整を図りながら策定した。 

開催日 議  題 

第 1 回庁内推進会議 

（平成 25 年 10 月 10 日） 

(1) 村上駅周辺まちづくりプラン等庁内推進会議の概要 

(2) 村上駅周辺まちづくりプラン策定体制及び策定フロー 

(3) 村上駅周辺まちづくりプランアンケート調査の実施 

第 2 回庁内推進会議 

（平成 26 年 10 月 22 日） 

(1) 村上駅周辺まちづくりプラン策定状況について 

(2) 施策と具体的な取り組み内容（案）について 

 

  

◎村上市村上駅周辺まちづくり

プラン等策定委員会 

＊委員構成（１５名以内） 
・住民の代表 
・関係諸団体に属する者 
・学識経験者 
・関係行政機関 

①アンケート調査 

（住民意向の把握） 

②座談会 

（意見交換・アイディア） 

市 長 
（庁内推進会議※等） 

市議会 

関係機関 
（新潟県等） 

説 明 

調 整 
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 ②開催状況 

開催日 議 事 内 容  

第１回 

（平成 26 年 2 月 12 日） 

○まちづくりプランの策定について 

・策定の背景、目的、位置づけ、策定の流れ、計画構成（案）

○アンケート調査結果、座談会の実施報告 

第 2回 

（平成 26 年 2 月 21 日） 

○まちづくりプラン基本構想の検討 

・現況課題の整理 

・基本方針（案） 

・具体的な取り組み（案） 

第 3回 

（平成 26 年 3 月 17 日） 

○まちづくりプラン基本構想の検討 

・基本方針（修正案）※前回を踏まえた修正 

・施策と具体的な取り組み（案） 

・病院移転後の跡地で想定される機能と考え方（案） 

第 4回 

（平成 26 年 4 月 24 日） 

○まちづくりプラン基本構想の検討 

・施策と具体的な取り組み ※確認 

・病院移転後の跡地で想定される機能と考え方（案） 

（複数の機能、旧ジャスコ跡地との一体的活用） 

第 5回 

（平成 26 年 6 月 3日） 

○まちづくりプラン基本構想の検討 

・病院移転後の跡地で想定される機能と考え方（案） 

第 6回 

（平成 26 年 7 月 29 日） 

○まちづくりプラン基本構想の検討 

・病院移転後の跡地の活用について 

・施策と具体的な取り組みの資料構成について 

第 7回 

（平成 26 年 11 月 4 日） 

○まちづくりプラン基本構想について 

・村上総合病院移転後の跡地の活用について 

・施策と具体的な取り組みについて（案） 

・村上駅周辺まちづくりプラン基本構想（案） 

・今後のスケジュール（パブリックコメントの実施等） 

第 8回 

（平成 26 年 11 月 14 日） 

書面審議 

○まちづくりプラン基本構想について 

・村上駅周辺まちづくりプラン基本構想（案） 

第 9回 

（平成 27 年 2 月 16 日） 

○まちづくりプラン基本構想について 

・パブリックコメントについて 

・村上駅周辺まちづくりプラン（基本構想） 

・概要版について 

・答申書について 
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